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【手続補正書】
【提出日】平成31年4月18日(2019.4.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
第1投影画像を投影する投影手段と、
画像を取得する取得手段と、
前記画像のうち、他の投影装置が投影した第2投影画像に重ねて投影するための第1重畳領
域に対して利得カーブを用いてエッジブレンド処理を適用する処理手段と、
前記処理手段によってエッジブレンド処理が適用された前記画像に基づいて、前記投影手
段を制御する制御手段と、
を備え、
前記処理手段は、エッジブレンド処理に用いる利得カーブを、周期的に変更する
ことを特徴とする投影装置。
【請求項２】
前記他の投影装置は、前記第1投影画像の前記第1重畳領域に重ねて投影するための第2重
畳領域に対して利得カーブを用いたエッジブレンド処理を適用された画像に基づいて前記
第2投影画像を投影するものであって、
前記制御手段は、前記処理手段がエッジブレンド処理に用いる利得カーブを変更したこと
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に応じて、前記他の投影装置が用いる利得カーブが変更するように、前記他の投影装置に
対して同期制御信号を送信する
ことを特徴とする請求項１に記載の投影装置。
【請求項３】
前記処理手段は、前記重畳領域の端部の位置を前記所定のフレーム数の期間ごとに変更す
ることを特徴とする請求項１または２に記載の投影装置。
【請求項４】
前記利得カーブは、前記重畳領域の一方の端部の利得が０であり、他方の端部の利得が１
であり、前記一方の端部と前記他方の端部との間の利得が線形に変化するカーブであるこ
とを特徴とする請求項１乃至３のいずれか1項に記載の投影装置。
【請求項５】
前記投影手段は、
画像信号に応じて画像を光学的に再生する液晶素子と、
前記液晶素子をＰＷＭ制御する駆動回路と
をさらに有することを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載の投影装置。
【請求項６】
第一の投影装置と第二の投影装置とを含む投影システムであって、
前記第一の投影装置及び前記第二の投影装置はそれぞれ、
第1投影画像を投影する投影手段と、
画像を取得する取得手段と、
前記画像のうち、他方の投影装置が投影した第2投影画像に重ねて投影するための第1重畳
領域に対して利得カーブを用いてエッジブレンド処理を適用する処理手段と、
前記処理手段によってエッジブレンド処理が適用された前記画像に基づいて、前記投影手
段を制御する制御手段と、
を備え、
前記処理手段は、エッジブレンド処理に用いる利得カーブを、周期的に変更し、
　前記第一の投影装置は、前記第二の投影装置に対して、前記利得カーブの変更のための
同期信号を出力し、
　前記第二の投影装置は、前記第一の投影装置から入力される同期信号に同期して、前記
利得カーブの変更を行う
ことを特徴とする投影システム。
【請求項７】
投影手段により第1投影画像を投影する投影工程と、
画像を取得する取得工程と、
前記画像のうち、他の投影装置が投影した第2投影画像に重ねて投影するための第1重畳領
域に対して利得カーブを用いてエッジブレンド処理を適用する処理工程と、
前記処理工程によってエッジブレンド処理が適用された前記画像に基づいて、前記投影手
段を制御する制御工程と、
を備え、
前記処理工程では、エッジブレンド処理に用いる利得カーブを、周期的に変更する
ことを特徴とする投影装置の制御方法。
【請求項８】
前記他の投影装置は、前記第1投影画像の前記第1重畳領域に重ねて投影するための第2重
畳領域に対して利得カーブを用いたエッジブレンド処理を適用された画像に基づいて前記
第2投影画像を投影するものであって、
前記制御工程では、前記処理工程でエッジブレンド処理に用いる利得カーブを変更したこ
とに応じて、前記他の投影装置が用いる利得カーブが変更するように、前記他の投影装置
に対して同期制御信号を送信する
ことを特徴とする請求項７に記載の投影装置の制御方法。
【請求項９】
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前記処理工程では、前記重畳領域の端部の位置を前記所定のフレーム数の期間ごとに変更
することを特徴とする請求項７または８に記載の投影装置の制御方法。
【請求項１０】
前記利得カーブは、前記重畳領域の一方の端部の利得が０であり、他方の端部の利得が１
であり、前記一方の端部と前記他方の端部との間の利得が線形に変化するカーブであるこ
とを特徴とする請求項７乃至９のいずれか1項に記載の投影装置の制御方法。
【請求項１１】
前記投影手段は、
画像信号に応じて画像を光学的に再生する液晶素子と、
前記液晶素子をＰＷＭ制御する駆動回路と
をさらに有することを特徴とする請求項７乃至１０のいずれか１項に記載の投影装置の制
御方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　このような目的を達成するために、本発明は以下の構成を有する。
本発明の第一の側面によれば、第1投影画像を投影する投影手段と、
画像を取得する取得手段と、
前記画像のうち、他の投影装置が投影した第2投影画像に重ねて投影するための第1重畳領
域に対して利得カーブを用いてエッジブレンド処理を適用する処理手段と、
前記処理手段によってエッジブレンド処理が適用された前記画像に基づいて、前記投影手
段を制御する制御手段と、
を備え、
前記処理手段は、エッジブレンド処理に用いる利得カーブを、周期的に変更する
ことを特徴とする投影装置が提供される。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　また本発明の第二の側面によれば、第一の投影装置と第二の投影装置とを含む投影シス
テムであって、
前記第一の投影装置及び前記第二の投影装置はそれぞれ、
第1投影画像を投影する投影手段と、
画像を取得する取得手段と、
前記画像のうち、他方の投影装置が投影した第2投影画像に重ねて投影するための第1重畳
領域に対して利得カーブを用いてエッジブレンド処理を適用する処理手段と、
前記処理手段によってエッジブレンド処理が適用された前記画像に基づいて、前記投影手
段を制御する制御手段と、
を備え、
前記処理手段は、エッジブレンド処理に用いる利得カーブを、周期的に変更し、
　前記第一の投影装置は、前記第二の投影装置に対して、前記利得カーブの変更のための
同期信号を出力し、
　前記第二の投影装置は、前記第一の投影装置から入力される同期信号に同期して、前記
利得カーブの変更を行う
ことを特徴とする投影システムが提供される。
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